













子 どもの 「物語」産出を生み育て る授業
小幡肇 「『気 になる木」の 「はっぱ」をふやそう」の
授業 ス タイルの原点 をさ ぐる一
岩 暗 紀 子
1.問 題 の所 在 一授業研究において子どもの 「物語」産出をとらえる意義と課題
授業において、子どもたちは対象世界、他者、そして自己と対話をしなが ら協同的な探究活動
を通 して学びを創り出 している。 こうした自己の学びを子どもたちは 「経験」 として組織 し、そ
れを 「意味づけ」なが ら世界を生 きている。 この 「経験 としての体制化」(i)、あるいは 「それま
での自己の学びの経験を含め、大きな文脈の中で自己の経験 を意味づける」行為を、本稿では
「物語」と呼びたい。
子どもたちの 「物語」 は、「学習共同体」 としての 「教室」 という語 りの場 において、聞 き手
と語 り手 との問で共同生成 される。「聴 き合 う」関係を基礎にした教室に身をお き、子ど もたち
はモノに働 きかけてそれを解釈 し、他者との交渉を通 して相手を理解 し、周囲の世界や他者、さ
らに自己との対話を通 して自己を再発見 してい く(2)。こうした学びの過程において子 どもたち
がつむぎ出すことばや動 きには、彼 らがその授業で自己の経験をどのように意味づけたかという
個々の子どもの 「物語」が表現 されている。作文や授業中の発言に限らず、教師の耳に届 くか届
かないかの小さなっぶやきや、私語、ふとしたしぐさ(手 遊びや身体の揺れ)に さえも、彼らの
「物語」産出を知 る多くの手がかりがある。そこに生 まれる 「物語」 は他者や授業の大 きな流れ
との相互作用を経て、変容を遂げていく。
森脇健夫(2001)は 、本稿で分析対象とする奈良女附小の小幡肇 「『気になる木』の 『はっぱ』
をふやそう～阪神大震災 ・大研究」実践(2000年 度)に 関 して、授業の構造、並びに子 どもの
「物語」の共時的分析を行い、多様な 「物語」の産出を可能にする条件 としての 「装置」 の重要
性を強調する(3)。森脇は 「公共的空間」 としての教室での授業において、異 なる三つの 「物語
り」の層の存在を指摘 し、これ ら三者相互の関係構造を明るみに出 し、記述 していくことが、
NarrativeAnalysisを 用いた新 しい授業研究の地平を開 くとして示唆 に富む貴重な問題提起 を
している(4)。三つの層とは、まず(a)個 々の子どもの 「物語 り」である。個々の子どもの 「物
語」が言語的実践 として生 まれ、交錯 し、相対 し、競合 し、補完 し、包括する過程、そ して教師
の介在のもとで、ある 「物語」が潰え、再構築 され、膨 らんでいくところ、つまり授業の展開に
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おいて創出される(b)「 個々の物語りの輻懐」=「 授業の物語り」がある。そ して もう一つは、
たとえば、教室で子どもたちが教師の顔色をうかがいなが ら発言 したり、あるいは目に見えぬ規
範を意識 しなが らどのような発言や行為が許され、また許されないのかを巧みに計算 している様







ムが、「教師の教えることへの自制の 『装置』」(5)と して機能 し、子どもの 「物語」産出を生み
育てる可能性について、本授業システムの 「発生」論 という観点から考察することを目的とする。
これまでに、筆者は 「気になる木」の授業における子どもたちの 「物語」産出の過程にっいて、
一年間にわたる6年 星組(2000年 度)の 「阪神大震災 ・大研究」に関する通時的分析を行った(6)。
子どもたちは、授業での体験を個々バラバラなものとして自己の内に蓄積するのではなく、 この
授業 システムに支えられながら 「物語 り行為」を介 して、教室での多様な層の 「物語」 とかかわ
り、時間をかけて幾度 も 「書 き換え(rewrite)」 を経験 してい く。小幡実践の分析を通 して筆者
は、バラエティに富む子どもたちの多様な 「物語」が教室に生まれ、授業を通 してそれらが変容
していく過程に迫 るという授業研究のあり方の重要性を認識 した。「気になる木」 の授業が、教
師としての小幡のどのような問題意識や願いから誕生 し、いかなる背景をもって成立 してきたの
かという 「装置」構築の出発点を明 らかにすることが、子どもの 「物語J産 出のダイナ ミズムを
解釈 し、さらに小幡が教師として直面 してきた課題に迫 りなが ら彼の 「教師としての成長」過程
をひもとく上できわあて重要であると考えるに至った。本稿では、小幡へのインタビューを中心
に、子どもたちへのインタビューとアンケー ト調査と 「阪神大震災 ・大研究」の授業記録か ら、
小幡実践における授業空間の特質を記述することを課題とする。
II.小 幡 肇 「『気 になる木』 の 『は っぱ』 をふ やそ う」の授 業 システム
1.授 業の構造
小幡学級の教室の天井には、子どもたちの手による 「気 になる木」の 「はっぱ」が緑鮮やかに
生い茂 っている。「はっぱ」 とは、緑色のB5用 紙を子どもたちが各自で 「は っぱ」型に切 り、
授業ごとに感じたことや思 ったことをっつる作文のことである。教室横に大 きくそびえる 「気 に





話が展開 される。 この間、小幡は 「授業推進
者」の役を離れ・:切 日をはさまず・徽 し
て子ど もたちの発茜 を聴 きとり、 それ らを構
造化 しなが ら板書 をする。 「気 にな る」 こ と
へ の 「おたずね」 の連鎖 で議論が展開 し、 子ど もたちの意 見が一定 出そろい板書が いっぱいにな
ると、今度 は 「は っば」 を書 く。子 ど もたちの思 いが吹 き込 まれた 「は っぱ」 によって、無機質
だ った天井 は、「気 にな る木」 と して 日一一flと緑豊 かにその姿を変えて いく。 「気 になる木」 の育
ちの過程 は、 まさにfど もたちの 「物語」生成 のプロセスをあ らわ している。
ここで、簡単 に 「気 になる木」 の授業の ながれを時系列 に即 して説明 してお こう。
①3分 一この木 なんの 木 気 にな る木.の 歌 を、係 の 子 ど もが演 奏 し、そ れ にあわ せて全 員で 合唱 す る。
本 日の 「授 業 者」が調 べ た こ との イン タ ビュー劇 を 上演 す る。劇の プ ロ ッ トやせ りふ は 「授 業 者 」 の
②・分講 鷺 鵬 慰 鵬 杢譲箸讐 詣麟 鰐 練 鮨艦 讐翼書郵錨
る。
一授業 者
一 が前 の お立 ち台一に 立 ち、 イ ン タビュ ー劇 につ いての 一お たずね一 を受 け る。 小 幡 はそ
③10分 の間 、子 ど もた ちか ら出 された おたず ね」 とそ れ に対 す る 「授業 者」 の コメ ン トを黙 々 と徹 底 して
板書 す る。
④ ・分 蝉 鶏 撒 つばいになつたところで係が指示し'「授縮 が 「気1こなる」 ことを発表する(こ
Ir気 に なる」 こ とにっ いて の 「お たずね」 と類 推 によ る対話 活動 が は じまる。並 行 して、個 々に[は っ
旨 ぱ.を 書 き始 め、同 じ内容 の文 章 を原稿 用紙 に も書 いて い く。 この間 、小幡 は沈黙 の ま ま、 子 ど もた⑤言8雰銘澱・翻 膿 繍 し雲麓露謝 戴 雛 隔 最鱒 餐編 識 篇
が 前 に呼ん で、 発 言 した子 ど も自身 が内 容 を要約 して板書 す る こと もあ る。
小 幡 の判断(=黒 板 が い っぱ い にな った とこ ろ)で 係 に指 示が入 り、係 の合 図 で議論 が打 ち切 られ、
「はっぱ一 を書 き上 げ た人 か ら順 に立 って い き、 「は っぱ」 を読 む。 こ こで 、小 幡 は 「は っぱ 一 の 巾 の
⑥1°^-205}畿鷲 騰 騨ご灘 き鳶薯額麟3講 難詳碧 凝 ζ議斐藁鰹1
で に 「授 業者 に調 べ直 して ほ しい こと」 を小 さな短 冊 につ づ る。 これ は小幡 の板 書記 録 と とも に、 授
業後 、増 刷 り され て'rど もた ちの手 元 に配 られ る(こ こま で約80～90分)。
⑦ ・飢 ぷ 舗 醗 気になる木」のBGMの なか'了 どもたちは自分の 「はつ{魏 「気になる木」
一人の 「授業者」の時間(90分1単 位)と して上表 を図示す ると、下記の ようにな る。
0分20分60分80分90分
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「阪神大 震災 ・大研究」(2000年 度)の 一年間の実践 の流れ は、次の とお りであ る。
6年 生開 始 前の春 休 みに、阪 神大 震災 にさ まざ まな形 でか かわ った 人へ の イ ンタ ビュー とい う 〒独
・㎜・ 鵬灘 幾力ll慨篠 顯1こ擬 驚 醜 撫 纏鍛 イま獣 ユ捧謙鐘嘉
す る。 一 一一 一■
個 々の 「独 自学 習」の 成果 を も とに、小幡 が 子 ど もた ちの 「授業 者 」体験 の順 番を 決定 す る。 そ の
際 、小 幡 は、
① 阪神 大震 災 の時系列(地 震 発生 →被 害続 出→ 救 助→避 難 所生活 や 二次 災害 ・ボ ラ ンテ ィア な ど五年
た った今 に もっ なが る動 きな ど)と い う第 一・の軸 を考 え る。 この軸 に沿 って、次 に、
2㎜.4② 震災 にか かわ った人 た ちの仕 事 内容 な どで グ ルー ピ ングを 行 う。 小幡 が大 き く六っ に グル ー ピ ング
ー した ものを、筆 者 の言葉 で ラベ リングす る と、 弛 震 との出会 い.編 、 警 察 ・消 防 ・自衛 隊 編、 市
200α5役 所 ・消 防」編 、「病 院」編 、「通 信 ・郵便 ・生 活一編 、 ボ ラ ンテ ィアー編 とな る。 この ヨ士事 内 容 一
とい う第二 の観点 を も とに グルー ピング された各 内容 は、 さ らに、
③ クラス全体 の 「独 自学 習」 の成果 を 見渡 して、 そのfに しか ない オ リジナ ルな視 点 や アプ ロー チが
「光 って い る」 ところ を、 「その 了に勝 負 させ たい と ころ」 と して充 分 に考慮 して、34人 の 発 表 順 を 決
定す る。 この 「授 業者」 の配列 が、 小幡 の 「しごと一に おけ る年間指 導 計画 とな る。
12㎜ ・51約.年 をか けて、34人 の子 ど もたち.人 ひ とりが ・授 業者.体 験 を し、それ ぞれ の 気 に な る一 こ1
1_
とを もとに対話 ・探 究活 動が 進 あ られ る。 ・年間 を かけ ての 一大研究 」が展 開 され る。zoal
.z
l2001.32001.3.22、 小 幡 の引率 の も と、神 戸 に ボ ランテ ィア に出か け る(・ 部 のrど もた ち)。
2.「 はっぱ」を書 くということ
子ど もたちがっつ る 「はっぱ」 には、個 々の学 びの過程 において、 自己の経験 をどのよ うに意
味づけ、 また他者 との対話や教室 に生 まれる 「物語」 との相互作用 を経 て、 自己の 「物語」 をど
のよ うに リライ ト(脱 構築 と再構築)し てい くか とい う変容 のダイナ ミクスをと らえる ことを可
能 にする条件が備わ っている。 というの も、小幡実践 にお ける 「はっぱ」 は、 「お たずね」 と類
推 による対話 の産物 と して、子 どもたちが それぞれ に 「自分 なりの結末 のっ け方」 を迫 られ ると
ころだか らである。「は っぱ」 は、「書 くこと」 によ って それぞれの子 ど もたちが おこなう 「自分
な りの説明づ け」で あり、「それまでの自分 の考 えへのふん ぎり」 なのであ る。
筆者が、6年 星組の 子どもた ちに実施 した 「気 になる木」 に関 す るア ンケ ー トには、 彼 らが











自分の考えが広が りました。なので、みんなで意見を出 し合い、賛成 ・反対をすることはいいと
思います(田 中さん)。」
「なんで原稿やはっぱを書いているのか?そ れは、自分の意見を しっかり表すのもあるけれど、
友だちの意見も耳に入れて、 自分の知識を広げていくのもあると思 うのです(唐 川さん)。」
この授業で友だちの 「気になる」ことを考え、対話するなかで、 自分なりの見方、考え方をさ
が し、それを最後に 「はっぱ」に書 くことによって、彼 らは、自分のことばを使 って、それまで
の類推や対話における自分をふり返っている。 しかも 「大研究」の最後には 「はっぱ」が刈 りと
られ、一冊のスケッチブックに綴 じられて、 自分の目で自分の 「育ち」を見っめることのできる
貴重な学びの足跡が一人ひとりの手元に残 るのである。子どもたちは既有の経験や知り得たこと
をもとに 「たぶん…」 と類推を重ねていく。 この類推の連鎖が教室空間の対話を創り出 している。
したが って、小幡による板書には授業展開における 「起承転結」の 「起承転」までが時間のなが
れとともに構造化されるが、残る 「結」の部分は、子どもたちの 「はっぱ」の中のことば一っひ
とっにゆだね られているのである。
3.「 一言 も口をはさまない指導法」 と教師の板書
小幡が授業中、徹底 して口をはさまない、氏の言葉を借りれば 「一言も口をはさまない指導法」
を発見 し実践 している意図は、「気になる木」の 「はっぱ」の存在に大きくかかわる。「はっぱ」
を書 くということによって、子どもたち一人ひとりが、個々の 「気になる」 ことに対 して 「自分
ならどうする?ど う考える?」 という 「立場選択」をし、いわば、自分での 「落としどころ」を
さぐりながら、自分なりの 「説明づけ」をする。 したがって、子どもたちの対話や 「はっぱ」を
書いている最中は、 どんな言い間違いにも、どんなに長い沈黙が続 こうとも教師は訂正や他の発
言を誘発するコメントを一切 さしはさまない。なぜなら教室 という 「政治的な権威」が作用する
空間では、教師が発言するということ自体が知 らず知 らずのうちにいくらかの影響を子どもたち
に与えているという認識、そして教室 という 「政治的空間」においては、少なか らず教師が 「権
威的存在」として子どもたちの目に映 っていることへの強い自覚が小幡にはあるか らだ。
教師が何かを発言すると、意図せずして子どもたちの思考 ・対話のながれをその方向に向けて
しまうか もしれない。逆に、教師が何 も発言 しなければ、子どもたちだけの力で長い 「沈黙」や
議論の 「停滞」を乗り切るか もしれないし、あるいは子どもらしい何か突拍子もない発想や新 し
い展開を自分たちで生み出すか もしれない。子どもたちが 「自分なりの考え」を 「はっぱ」に書
くまでに教師が言語的に介入すれば、子どもたちの思考や対話に 「さおをさす」 ことになりかね
ないという発想が、小幡の授業観の根底にはある。教師がコメントするのは、子 どもたちがひと
しきり考えることに没頭 し、それを書きことばとして 「はっぱ」にっつった後からでも遅 くはな
い。むしろ後のほうが、彼 らに 「誰が問題解決の主体なのか」を感 じさせ、教師を含あてクラス
全員が一人ひとりの意見をじっくり聴き合えると小幡 は語 る。
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が ら考えを話 していることに気づ く。
小幡の板書の特徴は、それぞれの発 言が、「授
業者」の 「気になる」ことに対 して、どのような
関係にあ るかが瞬時 に判断 されて、記述 され る 「位置」が与えられ、発 言内容の性格か ら自 ・黄 ・
赤のチ ョークで色 分 けされ の、 さ らに関連 する発言 同tが 矢 印 でっ な ぎあわ され る とい う点 に
あ る。 「子 ど もたちの発言が宙 に消えて い く前 に目に見 える形で残 したい。 そ して各 自が 考 え る
ときに参 考 にで きるような形で、色分けを した り、矢印でっなげ、 一 目でわか る 「絵本』 の よう
な板書に したいんです。そ してなによ り、子 どもた ち一人ひ とりが どのよ うな ことを考えて いる
のかを教 師 自身が把握す るための メモ帳 で もあ るのです」 と小 幡は語 る。 子どもたちが 「自分な
りの説明づけ」 を見っけ るために、 その授業 での発言一っひ とっを大 事に記録 して、 発言 した子
どもたちの声 を可視 化す る。 「自分の 言った意見が黒板 にあ る」 とい うことが、 彼 らに と って の
大 きな喜びにな っている。教 師は矢 印や色分 けや配 置を通 して、 子ど もたちの発 言それぞれに意
味づけを与 え、発言 同士を関連 づけてい く。
板書 を終 えて、子 どもたちの 「はっぱ」が読 みあげ られる場面 では、小幡 は彼 らの 「は っぱ」
一っ ひとっを大事 にする意味 か ら丁寧 にコメ ン トを してい く。個 々の 「は っぱ」 に子ど もたちの
「自分 ら しさ」 が表 われてい る。 「自分 な りの説明づ け」 を した 「は っぱ」 に、 それぞれが 「ふ ん
ぎり」 をっ けた後 だか らこそ、小幡 は、子 どもたちに 「はっぱ」 の内容 を確認 した り、「はっぱ」
同 士二をっ なげる発言 を したり、一歩踏み込んで 「で はこん なときはど うだろう?」 と問 い返す。
そ うした 「はっぱ」 に対す る小幡の発 言によって、彼 らは自分 たちの類推 ・対話 の活動で何が論
点 だった のか を改 めて確認 し、 さ らに新 たな展開 にっ なが る糸 目を さが し出す。
子 どもに対 して も って しまって いる 「教師」 と して(暗 黙の)「 権威性」 を 自覚 して きたか ら
こそ、「一言 も口をは さまない指導法」 にい きっ くことがで きた と小幡 は語 る。 この指 導法 は、
授業を通 して子 どもの 「自律的学習」 を育て ることと、教 師の 「出 る幕(出 場(ごば))・出方 」 とのか
ねあいを さ ぐりなが ら、彼が見つ け出 した 「気にな る木」 にお ける教師の位置 どりの独特の方法
なのであ る。
4.年 間指導計画 と しての 「授 業者」配 列一 「その子 にしかない もので勝負 させ る」 舞台づ くり
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小幡は、子どもたちの 「授業者」体験の配列を決める作業にかなりの時間 とエネルギーをさい
ている。 この 「授業者」配列 は、いわば年間指導計画に相当するもので、小幡が子どもたちの独
自学習の成果を くまなく検討 し、いくつかの軸(① 地震発生からの時系列 と②震災にかかわった
人たちの仕事内容)を 考え、 グルーピングしたものである。なかでも、彼は各 「授業者」の独自
学習の中に 「その子にしかないもの」を発掘することにこだわりをもっている。クラス全体を見
渡 し、「その子にしかないもの」をす くいあげ、それ らをっなぐ 「大きな流れ」 を創 り出す こと
によって、「阪神大震災 ・大研究」の 「気になる」ことの連鎖において、子 どもたち一人 ひとり
に位置を与え、それぞれの授業に意味を附与 し、個同士のかかわりや関連づけをしやすい状況を
創 り出しているのだ。小幡は 「気になる木」の授業において 「小さな授業者」体験と個々の独自
学習の成果を大変重視 している。 この背景にある彼の授業観の特徴をみてみよう。
教室の 「お立ち台」に立 った途端、子どもたちは 「小さな授業者」となる。大人から見れば、
ほんの十数センチの小さな台。 しか し、彼 らにとっては、緊張と不安に包まれた大舞台になって
いることが、子どもたちの声か ら読みとれる。








小幡は、子 どもたちに 「強 く育ってほしい」 とねがっている。小幡のいう 「強さ」とは何なの
か。それは、「困った場面があって も、なんとか自分の力で乗りきれる芯の強 さと粘 り強 さ」で
あり、「友だちとの対話を通 して自分なりの考えを見っけ、それを表現できること」ではないだ
ろうか。一度 「お立ち台」に立てば、教師からの支援はない。だからこそ、友だちか らの注目を
浴び、緊張感 と不安のなかで 「授業者」体験をさせるには、一人の 「気になる」ことを話 しこと
ばとして理解 し共有する関係性、っまり 「聴き合 う」関係が必要 である。一 コマの授業では、
「おたずね」でっながる友だちとのそうした 「聴 き合う」関係を介 して 「授業者」一人 を徹底 し
て育てる。個々の独自学習の内容面を介 して個同士の 「関連づけ」をする、そうした判断が可能
なのは教師だけである。独自学習の成果の一っひとつに 「その子 らしさ」が表れている。そのっ
ながりで 「大研究」が成立する。一人の話題(「気になる」 こと)を クラス全員の 「問題」 にし















を押 しっけたり、学びの多様性を画一化する恐れか ら授業を解放する大 きな可能性をもっている。
このように、小幡は個々の独自学習に 「その子らしさ」を見つけ出 し、その連鎖でつ くる 「授
業者」の配列にエネルギーをさくことで、一つひとっの授業では、森脇が指摘するように、徹底
して教師として 「教えることを自制する装置」を自ら創りだしてきたことがわかる。 これは 「教
室」という 「政治的空間」において、教師が暗黙裡に発動 してしまっている 「権威性」への強い
自覚か ら生まれた 「授業システム」であり、 これは子ども一人ひとりを友だち関係の中で 「強 く
育てたい」という教師のねがいによって、強 く支えられているのではないだろうか。
皿.お わ りに一教師の 「教え」と 「権威性」の問い直 しから新たな 「授業」像の構築に向けて
本稿では、小幡の 「『気になる木』の 『はっぱ』をふやそう」の授業が、子 どもたちの 「物語」
の生成 ・変容をどのようにして実現させてきたのかという課題にっいて考察 してきた。小幡は、
子ども一人ひとりを 「主役」にする舞台として 「授業者」体験を彼らに与えた。彼 らは、それぞ
れが大事にされていると感 じることのできる教室のなかで、「小さな授業者」 の投 げかけた 「気
になる」 ことにっいて 「おたずね」を介 した対話活動を展開する。「おたずね」 は双方向の関係
性の上に成 り立っ。「言いっぱな し」は許 されない。「気になる木」では、独自学習で 「書 く」、
授業で 「話す」、「はっぱ」で 「書 く」という、それぞれに単独では成立 しない 「書く」と 「話す」
の一連のサイクルの中で、子どもたちに重層的な 「ふんぎり」を迫 っている。 こうした有機的な
っながりが、「言いっぱなし」「書きっぱなし」では実現されない彼 らの確かな学びを創り出 して
いる。「授業者」体験 とは、まさに他者や教室の多様な層の 「物語」との遭遇 ・相互作用を経て、





「r気になる木』 では、 自分 の思 った 『気 になる』 こととかを言 えて、 自分が 納得 で き るまで
r気 になる』 こととかを言 い合 った りできるので、 と って もいい勉強 方法だと思 います(本 田 く
ん)。」
「r自分 で考 える」 ではな くて、『みんなの意見を きいて 自分で考え る」(細 田 くん)。」
子 どもたちの声 に は、 「気 になる木」 の教室 で、 自分 たちが この授業 を通 して経験 す るこ との
で きた学 びの喜 びが溢れてい る。 授業 を一年 間参観 して いた筆者 に 「この授 業 は小幡先 生が主役
なん じゃな くて、 ぼ くたちが主役 なんだよ。 だか ら先生 を撮 らな くて いいよ。 ぼ くたちを撮 って
よ」 とっぶやいた鎌倉 くんの ことばは、 とて も新鮮 だ った。子 ど もた ち一人 ひ とりが主役であり、
「授業 者」 体験 を通 して、個が鍛え られ る授業空間では、34通 りの 「自分な りの考え」 が あって、
「こたえ」 が一 っで はな く、一っ にす る必要 もない。 そ こには、34通 りの 「物語 」 が生 まれ てい
る。小幡の 「気 になる木」実践 は、子 ど もたちに 「おたずね」 と 「は っぱ」 という 「話す一書 く」
の活動 の連鎖 を通 して、一人 ひと りが豊か に 「物語」 を生 み出 し、 その子 らしさの 「世 界」 を生
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